
株式会社新杵堂
代表取締役会長 田口和寿

日本のお菓子における香港輸出のポテンシャル





①新杵堂とは 



②輸出の取り組み



③輸出に取り組むために考えたことー①

マーケット・インの商品開発とこだわりの付加価値

・原料調達のこだわり
・輸入規制
・冷凍技術のこだわり
・供給量確保のための設備投資
・商品の仕様
賞味期限を1年に
商品選択の多さに
OEM生産を可能に
新しい商品を常に生み出す



③輸出に取り組むために考えたことー②

   ①リスク 

②激変対応 

    ③FDAなど貿易英語資料対応
 
    ④国際訴訟対策



・取得の経緯

・社内的な取得の効果

・対外的な取得の効果

商品品質及び組織の持続的成長を促すFSSC22000を活用した取組

③輸出に取り組むために考えたことー③



SNSを活用した取り組み

③輸出に取り組むために考えたことー④



④ 香港輸出の取組

香港大手OTAの食品EC（プラットフォーム）
※ユーザーは、訪日経験のある香港人



④ 香港輸出の取組

香港飲食大手「Maxim Groupの高級寿司店」



⑤ 香港のスィーツ市場



香港で展開する「華御結」

⑤ 香港のスィーツ市場



⑤ 香港のスィーツ市場



海外輸出実績が自社ブランド向上効果となっています。

国内大手百貨店での販売の様子

⑥ 輸出に取り組んだ効果



ご静聴ありがとうございました
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